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あ　と　が　き
　1990年代に入り大きな変動が世界的にあり，我が国
もいろいろな意味で節目を迎えようとしております．地
球環境問題やエイズの蔓延阻止および治療法の開発の問
題，など医学にたずさわるものとしても避けていくこと
が出来ないことがっぎつぎと践塵してきました．我が東
京医科大学も開学より76年目を迎えましたが，世の中
のこうした変動や問題に着実に対処することによりさら
なる発展が出来るでしょう．
　このたび高野山大学学長の高木諦元先生が医学と四聖
諦という題で本誌の巻頭言に寄稿されました．古代イン
ド医学と仏教との根源的関わりを短い文章の中に含蓄深
く述べられております．ヒポクラテス医学の源流もかく
たるものなのでしょう．いろいろな問題にぶつかったと
き原点にたち帰ることがしばしば良い結果を生むことが
あります．こういう意味で高木先生のすばらしい巻頭言
がいただけたことは本誌の今後の飛躍的発展にとって大
きなことだと思った次第です．　　　　（友田爆夫　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1第130回医学会総会のシンポジウムのタイトルは，
　「悪性腫瘍に対する治療の最前線」に決まったことが
　報告された．
2　編集状況の報告並びに編集について討議した．
3　医学会総会の活性化について討議し，次の提案があ
　つた．
○教室の仕事を熟知している講師以上の人が，わかり
　易く教育的に口演を行えば，参加者が増え，その情報
（平成4年9月）
　により教室の研究の協力関係も出てくるのではない
　か．
○基礎，臨床，看護関係と会場を3ヵ所使い，時間を
　短縮し，同時進行させれば参加者は増えるのではな
　いか．
4．原著論文の掲載数については，できるだけ平均的に
　掲載するため「15件まで」に修正し，従来通りにす
　ることとした．
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